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国立高専教育国際標準認定制度の評価を受けて 総務企画主事  清山 史朗 

 昨年度の学園だよりにも寄稿しましたが、今年度、本校は新しく設置された「国立高専教育国際

標準認定制度（KIS）」の評価を受けました、KISは高専の５年間の本科教育に対して、国際的な教

育の質保証の枠組みであるKISに基づく質保証を行うことで、高専の本科教育の質保証を国内外に

対して明示するものです。評価の内容としては、大きく分類すると、１.学習・教育到達目標の設

定と公開をしているか、２.様々な教育手段が適切であるか、３.学習・教育到達目標の達成を確認

しているか、４.教育改善をしているかの４領域、11項目です。本校は11項目の内、２項目におい

て指摘を受けましたが、この２項目はすでに教務委員会で対応いただいており、改善に動いていま

す。また、特に優れている点として、①卒業論文評価で教育目標ごとの評価方法が学科毎に定めら

れ、その観点において評価されていること。②学習ポートフォリオで、学生が学習・教育到達目標

の達成度を点検・確認できるだけではなく、コメントも記入することができ、さらにコメントに対して教員が助言をす

ることができること。③ピアサポートスタディールーム、学習ポートフォリオ、おもしろ科学フェスティバルなどの各

種イベントへの参加による学生の学習支援を行っていること。④学習ポートフォリオやピアサポートスタディールーム

においては学生面談からもその認知度の高さを確認できた、と評価されました、実地評価にご協力頂いた教職員、学生

の皆様に感謝するとともに、次年度の機関別認証評価の対応も引き続き、よろしくお願いいたします。 

  都城での研究活動  研究主事  岩熊 美奈子 

 R６年度に研究・地域連携主事という役職が設置され、R７年度も引き続き４月から主事を拝命して

いる物質工学科の岩熊美奈子です。R７年12月に、研究主事（副校長）と地域連携担当（校長補佐）

という２部署に分割されました。現在（R７年12月）は研究主事（副校長）が岩熊、地域連携担当

（校長補佐）が建築学科の杉本先生が担当されておられます。R７年度のトピックスとしては10月４

日に開催された「第６回宮崎・学生ビジネスプランコンテスト」（主催：UMKテレビ宮崎、宮崎銀

行、宮崎大学）に、「剪定ロボット開発班～南国リゾートの景観を守る～」を提案した機械電気工学

専攻２年の坂本真偉夢さんが代表を務めるチームが最高賞となるグランプリに選ばれました。さら

に、第25回九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテストにも出場し、数々の企業賞を獲得し

ました。本プロジェクトは宮崎空港ビル株式会社様との包括連携協定から生まれた地域の課題解決の

１つで、「宮崎空港内にあるフェニックスの木から剥がれ落ちてくる幹の皮を危険なく回収できるロボットの開発」の

依頼があり開発されました。すでにデモ機も数機開発されています。都城高専で開発されたロボットが宮崎はもとよ

り、世界で活躍する日も遠くありません。地域連携テクノセンターでは各種イベントを実施し、学生さんの研究活動、

アントレプレナーシップの育成や新規事業の開発、立ち上げを応援しています。チャレンジはその多くが失敗に終わる

ことが多いです。しかし何度失敗しても立ち上がる環境を作っていける学校でありたいと願います。 

  大学院へのキャリアパス 専攻科長  野口 大輔 

 近年、専攻科修了後の進路に変化があらわれています。６月に開催された保護者

交流会でのトピックとしてもご紹介させていただきましたが、専攻科設置後から現

在までの大学院進学者の推移は増加傾向にあり、進学先も旧帝大クラスの大学院へ

進学していることが大きな特徴です。既卒生にはなりますが東京大学大学院への進

学実績もあります。 

 また、令和５年度より本校の専攻科に設定された「九大工学部・九州沖縄９高専

連携教育プログラムコース」へ進学した学生を対象としたアンケート結果において

も、殆どの学生が大学院修士課程への進学を希望し、全体の18%の学生は博士課程

進学を希望しています。これは九大内部生と比較しても特異的な傾向です。座学だ

けでなく実験・実習にも重点を置く実践的技術教育を経験してきた高専生は、「実

際に手を動かして試行する」能力が傑出していることに定評があります。その高専生が、１年次から

九大で学び「理論的基盤の上に思考する」ことを強みとする九大内部生と出会い、切磋琢磨し、感性

を共鳴させ、相互に学び合う環境に身を置くことにより、「心と手（Mens et Manus）」の教育を通

し、高度な水準の俯瞰力・実践力を育むことが期待されています。 

 大学院へのキャリアパスとして専攻科を検討してみてはいかがでしょうか。  

学内動向 
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相談室の場所はこちら 

楽信館２階 

 皆さん、こんにちは。今回は学生相談支援室の利用につ
いてご案内したいと思います。まず、学生相談支援室は楽

信館にあります。窓口は保健室です。でも、保健室で相談

をするわけではありません。保健室は多くの人が出入りし

ますので、実際に相談を受ける部屋は静かな２階にありま

す。ゆっくり落ち着いて話ができます。 

【相談の流れとスタッフ】 

 相談がある時は、このページの下にある電話やメールな

どから連絡して下さい。まずは、学生相談支援室の常駐ス

タッフが相談内容から、どの専門の先生と会ってもらうか

を考えます。 

 ここで、スタッフの紹介をします。まず、学校に常駐し

ているスタッフは保健室の看護師さんたちと教員です。教

員は室長と内部相談員がいます。現在は一般科目社会の田

村と体育の武田先生です。また、長年本校に勤務されてい

た先生も相談に乗ってくれます。この方は主に学業面での

相談を受け持たれています。それとは別に外部から来ても

らっている専門家もいます。心の専門家である臨床心理士

２名がスクールカウンセラーとして来てくださっていま

す。また、福祉の観点から問題解決を目指す社会福祉士で

あるスクールソーシャルワーカーも１名、定期的に来校し

てもらい、学生や保護者の相談にのってもらっています。

思ったより多くのスタッフがいるなと思ったのではないで

しょうか。なので、誰に相談するかというより、どんな相

談があるかをまずは、窓口に話してもらえるといいと思い

ます。 

 それから、日程調整に入ります。残念ながら、専門家の

先生たちは毎日学校にいらっしゃっているわけではありま

せんので、先生方の来校スケジュールと、みなさんの日程

を合わせます。みなさんも授業や部活がありますので、す

ぐに面談を組めない場合もあります。なので、可能であれ

ば、早めに連絡してもらえるといいなと思っています。実

は授業があっても相談は受けられて、その時間は公欠にな

ります。授業は大切ですが、悩みを抱えたままだと授業に

集中できないこともありますので、その場合は、授業より

カウンセリングを優先した方がいいと思います。 

【学生からの相談】 

 進路相談、生活習慣の問題（朝起きられない、授業に集

中できない、ゲームやSNSに依存している気がする、夜更

かししてしまう）、学校に関する問題（レポート、課題に

うまく取り組めない、寮での生活、部活や学生会活動）、

人間関係（学校内外問わず）なんでも相談してください。

現在では、Teamsを使ったオンラインでの相談も受けてい

ます。他の人に話を聞いてもらうだけでも気が楽になるこ

とがありませんか？それも専門家に話を聞いてもらえるの

です。悩んだ時には気軽に学生相談支援室に連絡して下さ

い。 

 学生相談支援室では「こころと体の健康調査」や「学校

適応感尺度調査」も行っています。気になることはそこに

書いて貰えば、こちらから連絡させてもらいます。とは

いっても、直接連絡を取ってもらうのが一番早く確実で

す。 

【保護者からの相談】 

 学生相談支援室という名称ですが、対象は学生だけでは

ありません。学生に関する相談を保護者の皆様からも受け

付けています。「最近、子どもがあまり話をしてくれなく

なった」「ゲームばかりしているので、心配」「進路につ

いて親子で意見が違っている」など、どのような相談でも

遠慮なく学生相談支援室をご利用ください。 

 ご自宅が遠い場合でも、学生と同様、オンラインでの相

談も受け付けています。本校は高等専門学校という、基本

的に各県に１校しか設置されていない学校です。学校の仕

組みも高校や大学とは違います。そのため、簡単に地域の

人や親戚に相談しにくい、事情をわかってもらえないとい

う事もあるかと思います。そのような時には、ぜひ学校に

ご相談ください。高専という学校の仕組みをわかった心の

専門家、福祉の専門家がご相談に応じます。皆様からの相

談をお待ちしています。 

学生相談室の利用について 

 相談の申込は以下の方法で受け付けています。 

・直接スタッフへ：田村室長、武田相談員、看護師に 

         声をかけてください。 

・電話による申込：0986-47-1156（保健室） 

・Eメールによる申込：soudan@cc.miyakonojo-nct.ac.jp  

 悩み多い学生生活です、誰かに聞いてもらうだけでも 

 気持ちが楽になりますよ。相談内容の秘密は厳重に守 

 ります。安心して相談に来てください。待ってます。 

ようこそ学生相談支援室へ 

学生相談支援室から                学生相談支援室長 田村 理恵 


